平成２５年度第１回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成２５年８月２０日（火）午前１０時から
場所：八尾市生涯学習センター学習プラザ４階　小研修室３
出席委員（名簿順）

小林委員、西寺委員、小角委員、大西委員、堀委員、中西委員、森委員
欠席委員

植野委員、正田委員、馬野委員

事務局（八尾市教育委員会）
浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、
奥保生涯学習スポーツ課長補佐
指定管理者（（公財）八尾市文化振興事業団）
　木村業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、川邊学習プラザ事業班リーダー、

日吉学習プラザ事業班チーフ
次第

１　教育長挨拶

２　案　件

　（１）平成２４年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２

　（２）その他
会議要旨
１　教育長挨拶

　　（略）
２　案件

（１）平成２４年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２

○事務局

　（資料に基づき説明）

○委員
　学習プラザ事業報告書の（２）を見ましたら、１．各種生涯学習講座の開催ということで、２３９講座、１，９４７回、受講者６，０８３人、延べ約３万４，８００人ちょいと書いております。２３年度と比べましたら、講座数は確かに２３年度は２３５講座であったものが２３９講座と４講座ふえております。それから回数も１，９３９から１，９４７と、講座数とともにふえています。個々の講座の状況は後に書いておりますが、受講者数は減っているようです。全体的に見たときには長期の年間講座や半期講座については変動がなかったと思いますが、短期講座については新しいものを実施したり廃止したりしています。新しく実施した短期講座の中で、特に評判のよかったものや、課題が残ったもの、そんなものがありましたらお聞かせいただきたいと思います。
○指定管理者
　この経緯につきましては指定管理者の八尾市文化振興事業団からお答えさせていただきます。ただいまの委員からの御質問ですが、確かに年間講座の受講者数については大きな変動はございません。ただ、我々といたしましてはどのようにして市民ニーズに沿った講座をするかということで頭を悩ませておりまして、平成２４年度につきましては「子育て」に焦点を当てさせていただき、コモンセンスペアレンティングという講座を実施させていただいております。そして、この講座の修了者の方が子育てのプロジェクトをつくっておりますので、今後とも支援をしていきたいと思っております。それから、ネイティブ講座ということで、英語を母語とされる方を講師にお招きして、ネイティブ講師と楽しく基礎的な英会話をする講座を平成２４年度から実施させていただいております。それから、当運営審議会から御意見があったということで、従前実施していた韓国語講座を平成２４年度から再開させていただくなど、市民あるいは社会的な要請に基づいた講座を実施するように心がけております。まだまだ十分とは思っておりませんが、今後もそういう方向で取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
○委員
　センターの施設利用状況一覧表を見ますと、視聴覚室の利用率がかなり低いですね。稼働率がだんだん下がってきており、これについては機器がある程度先端のものと対応しているのかどうか気になりますが、この視聴覚室の整備状況はどんな状況でしょうか。

○事務局
　こちらの施設は平成６年に完成し、視聴覚室につきましては、そのときに各机に機器が設置されておりましたが、時代に合わないものとなったため、近年撤去し天板を施しております。また、部屋の形状としまして階段状になっており、利用方法が一定限られるということで、なかなか部屋の稼働率が上がらないという状況にあります。今の状況のままであればなかなか稼働率が上がらないということは十分認識しておりまして、部屋の改造などについても検討しておりますが、なかなか実現に至っていないということで、指定管理者にも迷惑をかけているということで反省しているところでございます。

○委員
　機器をかちっと固めてしまうと、時代の流れは物すごく速いし、更新にお金もかかりますのでリースなどで流動的に対応していただければと思います。

もう一つ、親子、青年、女性向けの講座については幾つかありますが、シニア、高齢者向けの独自のものが案外少ないように思います。
昨年から団塊世代が６５歳になって、これから高齢者の利用がふえてくると思います。コミュニティカレッジの事業を見ましても、歴史的なものであれば、たくさん受講者がありますし、大阪府でも老人大学で１０個以上の歴史講座をやっております。

今後の課題として考えてもらえばと思いますが、ある程度シニア層を念頭に置いて講座を組んでいくということが、これから必要になってくると思いますが、いかがでしょうか。

○事務局

　市民大学につきましては市で実施しておりますので、事務局からお答えさせていただきます。市民大学につきましては、講座の中身を考えていただいたり、運営をしていただく委員を募集させていただいております。その委員に講座内容の検討や講師の選出、交渉等を行っていただいております。土曜日の午前中に実施しておりますが、高齢者の方を中心にお越しいただいてるということで、歴史ものが多くなっていると感じております。もっと幅広い講座の中身を考えていただきたいということで、事務局も会議に入らせていただきまして、委員には提案しております。高齢者だけに限らず、幅広い市民の方々に御参加いただけるような講座を考えていきたいと思っております。
○指定管理者
　講座につきましては、受講者の多くが高齢者の方であるため、昼間あるいは午前中の講座が、非常に集客力が高うございます。少子高齢化が非常に問題になっておりますので、我々としても高齢者の問題にスポットを当てた講座を今後は考えていきたいと思っております。特に、市からは市の各部局と連携した講座の開催を強く求められております。市では、高齢者を対象にしたシルバー大学などがありますので、そことの関係も整理しながら、市の関係部局と連携し、高齢者や、今、取り組みが非常に弱いと言われている障がい者に焦点を当てた講座を来年度以降考えていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。
○委員

　ありがとうございました。一言だけ言いますと、例えば振り込め詐欺など、高齢者の生活をめぐる深刻な問題も出ておりますので、趣味教養的なこともありですが、例えば大手企業の退職者の名簿リストをどこかに流して、そういう人たちを狙い打ちするような形で振り込め詐欺が横行していた例もありますので、そういうことを考えると、社会問題的なもの、あるいは生活にかかわるもの、ひいては社会貢献的なものにまで広げていただくのが望ましいものと考えます。

○事務局
今年度、生涯学習センターにつきましては、５年に１回の指定管理者の選定ということで募集をかけておりますが、その募集要項に、ただいま御意見いただきました社会的課題に関する講座の実施につきましても、提案いただきたいということで盛り込んでおります。
他に我々が所管しております施設にくらし学習館という施設がありますが、こちらでは、ただいま御意見いただきました消費者問題を初め、さまざまな社会的問題に対する相談業務も行っており、年間相当の相談件数もありますので、合わせて報告させていただきます。
○委員
　ただいま事務局がおっしゃられましたように、私が所属している団体が管理しているくらし学習館におきましても、毎月、悪質商法を排除するために警察とタイアップした啓発などに取り組んでおります。なかなか落ちつく気配は見えませんが、様々な事業を実施しております。
　くらし学習館におきましても講座を開講しておりますが、講座数は増えても受講生がなかなか増えず、市からも頑張るよう背中を押されております。

先日、くらし学習館に、かがやきの登録団体がその活動をするために予約している部屋を、別の方が別のことで使っているという電話が入りました。そんなことはないでしょうと言いながらお電話を聞いておりましたが、どこの施設も稼働率の向上が言われているものの、決まりは決まりとして守るべきであり、このようなことを公に認めてしまうと、何をしてもいいのかということになります。かがやきの事務局はきっちりとしておられますので、このようなことはないと思いますが、苦情とまでは言いませんが、そういった電話が入ったことを報告させていただいておきます。

○指定管理者
　生涯学習センターにはいろいろな方からご意見や問合せが寄せられております。当然、私どもは指定管理者でございますので、市の条例、規則等に基づいて厳正に管理をさせていただいているところでございます。一方で稼働率という問題があり、何とか稼働率を高めたいという思いもございます。問題事象が起こったときは、関係者がはっきりすればその方々を呼んで、事情を質してあるべき姿へ是正させていただいております。また、判断に困る場合は、市や市の顧問弁護士等にも相談しながら、適切な施設管理に努めております。稼働率が５０％に満たないという事情もございますので、我々としては市とも十分相談しながら、できるだけ緩やかな解釈で、できるだけ稼働率を高めたいと考えております。ただ、正すべき点はきちんと是正させていただいておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。
○委員
　公の施設ですからきちんと対処していただきたいと思います。稼働率や集客率の向上については難しい問題だと思いますが、公の施設であるということを念頭に、適切な運用をよろしくお願いしたいと思います。

講座については、趣味や教養に関するものもありますが、一方で、今社会で問題になっている事柄に関する講座というものがこれから期待されています。社会的なニーズを捉えるための工夫や、またそれを集客率との兼ね合いでどのように広報・周知徹底していくのか、方法がありましたら御報告願います。
○指定管理者
　市民ニーズの把握については、いろいろな手法で我々は取り組んでおります。まず、１つ目は、市で実施しております市民意識調査というものがございます。これの結果分析をして、それを講座内容に反映しております。それから、全ての講座受講者にアンケートを実施いたしまして、その結果を講師にお示しして、内容に改善を加えるということもさせていただいております。さらには、本審議会委員の皆さんも、当然市民を代表されているという認識を持っておられますので、ここで出ました意見も十分に事業に反映していきたいと思っております。
ただ、我々が非常に苦労しておりますのが、生涯学習の裾野を広げるということで、いまだ生涯学習に取り組んでおられない方、興味がないという方が、この前の市民意識調査を見ますと４５％程度おられましたので、そういう方々のニーズをどのように把握するか、事業団内部で検討いたしております。一つの案として、市の意識調査だけではなくて、事業団独自の身近な居住者アンケート的なものが実施できないかどうかを検討しております。講座を受けたことのない方をどうにかして生涯学習の部門に取り込んでいきたいという思いを持っております。
　それから、今後、地域組織との連携ということがございます。市内各地域でまちづくり協議会が発足しておりますし、古くからの地区福祉委員会等ございます。あるいは高齢者、障害者の団体等もございますので、そういう当事者組織と連携し、御意見を聞きながら、反映できるものは講座に反映させていきたいと考えております。
（２）その他

○事務局
　①　暴力団排除条例の施行に関し資料に基づき報告

　②　情報公開条例の施行に伴うホームページ上における会議録要旨の公開について報告
－3－

